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厚生労働省「第11回健康日本21（第二次）推進専門委員会資料」（平成30年3月）

平均寿命 健康寿命 （日常生活に制限のない期間）

栄養

運動 社会
参加

医療

食

栄養介護

どの世代、どの対象にも共通すること。

介護等が必要になる年数平均
寿命

健康
寿命 約10年約10年

今からの予防が大切！！

栄養
・３食しっかりバランスよく  ・お口のケア

運動
・ウォーキング  ・ストレッチ  ・家事

社会参加
・人との交流  ・趣味や勉強  ・就労

身体機能障害
（要介護状態）

健  康

フレイル（虚弱）
「健康」にも
回復できる状態

・病状の悪化  ・食欲不振
・骨折  ・脱水 ・認知症

入院・
要介護状態

入院する方々の生活を巻き
戻すと、栄養管理がきっかけ
であることが少なくない。

健康・栄養管理で、元気に今の生活を続けて欲しい。

地域の皆さまが、気軽に栄養ケアの支援・指導を受けることができる拠点として、日本栄養士会から
認定されている施設です。食や栄養を通じて健康で充実した生活を送れるようサポートいたします。

人生100年時代・超高齢社会を迎え、社会保障費削減のため、国の施策と
して在院日数短縮、在宅医療・在宅介護への移行がすすんでいます。しか
し、そこに関わる管理栄養士は大変少ない現状にあります。
まだ治療や療養が必要なのに仕方なく退院していく方、自宅での生活に不
安を抱えながら退院していく方、少し前に関わっていれば入院することは
なかった方々をみてきて、食事や栄養の相談ができる場所が必要だと感
じ、在宅生活をサポートする地域の管理栄養士になろうと考えるようにな
りました。
毎日の食事や栄養は当たり前にやっているけど、人間の身体を構成し、健
康状態・予防・治療に大きく関与する大切なものです。どの年代にも栄養
は欠かせず、それぞれに食や栄養・健康の課題があると感じています。
食事で大変に思っている方、栄養に不安を感じている方、自己流でやって
はいるけど心配な方は一度ご相談ください。栄養や食事が原因で入院する
人が少なくなり、不安を解消でき、そして病気や介護度に関係なく、自分
は元気だ！健康だ！と思える人々が増えると嬉しいです。

代 表 桒 原 理江 く わ ば ら  り え

取得資格

・管理栄養士
・介護支援専門員
・在宅訪問管理栄養士
・NST専門療法士
・調理師
・健康経営アドバイザー

所属団体

・日本栄養士会
・静岡県栄養士会
・日本臨床栄養代謝学会
・日本在宅栄養管理学会
・一般社団法人
　食とコミュニケーション研究所
・ふじのくに健康いきいきカード協力店
・健康はままつ21推進団体

・元気が出ない、何となくやる気がでない
・体力の低下（疲れやすい）  ・外出機会の減少 
・免疫機能の低下（風邪や感染症にかかりやすい）
・体重減少、筋肉量低下（骨折のリスク大、顔や喉の筋肉も低下▶

  誤嚥性肺炎、義歯が合わなくなる▶硬いものが食べられなくなる）
・骨量減少（骨折のリスク大）  ・認知機能低下

「これでいいのかな...」を解決。
「あ～！それならできる！」と思える

個々に合わせたできる栄養管理を提案します。

人生100年時代。
99歳のとき、どこで何をしますか？　

ライフプラン実現のための身体づくりを支援します。365日3食。介護者の人生も大切！

さまざまな視点から
原因や優先課題、改善方法を考えます

・食事量低下  ・低栄養

フレイルサインを見逃さず、適切な管理により健康な状態に戻すことが、今の生活を続けるために重要なポイント！！

見逃さ
ないで！

人生100年時代を歩む02事業紹介・代表メッセージ01
■ 平均寿命と健康寿命の差 ■ 健康長寿のための3本柱■ 認定栄養ケア・ステーションとは？

■ 代表メッセージ

（参考：厚生労働省HP）
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来所や訪問にて栄養相談等を行い、食や栄養の不安を解消し健康な生活を送ることができるよう支援
いたします。簡単な調理方法のアドバイスや栄養管理を相談できる場所をご提供することで、地域住
民の皆さまの健康や在宅介護の負担軽減、医療費削減に繋げていきます。

高齢者に
多い悩み

・食欲がない。食べる量が減ってきた。たくさんは食べられない。
・少し痩せてきた気がする。
・飲食中にむせる、くしゃみがでる。嚥下障害といわれた。
・最期まで口から食べたい。

健康・栄養の
悩み

料理の悩み

・健康診断で引っかかった。
 （コレステロール、中性脂肪、血圧、血糖値は食生活改善が必要）
・たくさん運動しているのに筋肉がつかない。
・免疫機能を高めたい。
・これって何キロカロリー？　

・365日3食は大変。
・病気があるけどおいしく食べたい。

不安を解消

病状の維持

介護負担の軽減

食生活は当たり前にやってきたことで、できていたことだから軽視されがちだが、健康にも病気にもなれる。
人間にとって欠かせない生きる上で基礎となる重要なもの。
栄養は1日で効果が目にみえないため、達成感は得られにくいが、良い習慣を重ねることで、振り返ったときに
あの頃から調子がよい、しばらく風邪をひいていない、健康診断の結果が良くなったと感じるもの。
美味しく楽しく、身体の内面から健康づくりに取り組みましょう。

なんとなく食欲がなくなって、元気がなくなって、思えば痩せてきて…、結局ほとんど食べられなくなって入院
になった方をたくさんみてきた。
痛い！苦しい！転んだ！は、すぐに病院に行くけれど、ごはんが少し食べられなくなっても病院に行く人は少な
い。しかし、それが原因で入院になっていることがたくさんある。家で自分で生活できているうちに改善しま
しょう。今の生活を少しでも長く続けられるように。

●来所栄養相談
●訪問栄養相談

●電話相談
●料理教室
●献立作成
●栄養計算
●健康教室
●栄養補助食品等の受注販売

30分  4,000円／60分  7,000円

30分  4,500円／60分  8,000円

10分  666円～ 

応相談

応相談

応相談

応相談

※交通費として、～5km500円、以降１kmごとに＋100円、16km以上は応相談。

※２回目以降

※料金は税別となります。

体重は健康の
バロメーター

ちょぼPOINT

定期的に体重測定を
して、自分の体重を
把握しておくことが
大切です！

糖尿病＝

食事制限
高血圧＝

全部薄味

自己判断
するのは危険！

その時の状態に応じた
栄養管理が必要です。
まずは専門家に
相談してみましょう。

別の疾患を招きかねず、入院
リスクや死亡率をも高めてし
まう可能性があります。

過剰な食事制限

基本の生活を変えずにできることを提案。働いていて忙しい…。
健康な身体づくりの支援やアドバイス

病気でも機能低下があっても
好きな物を食べたい・食べてもらいたい。

個々に合わせた負担にならない継続できる方法を提案します。

地域の皆さまへ03

■ こんなお悩みはありませんか？

■ 栄養相談により
■ 料金一覧表

■ 自己判断の前に、まずは相談を
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・制度上の都合により、主治医と同一機関に所属していなければいけないため→非常勤契約が必要。

・2020年の法改正で、栄養士会が運営している「栄養ケア・ステーション」は訪問栄養食事指導料2を
算定できるようになったが、認定を受けている「認定栄養ケア・ステーション」は算定できない。

・外来栄養食事指導、訪問栄養食事指導、居宅療養管理指導、特定保健指導（生活習慣病、フレイ
ル）を受託する。

・クリニック等、管理栄養士の雇用には至っていないが生活習慣病の患者や低栄養の患者は多くいる
ため、治療の基礎となる食事や栄養の指導は必要。

・常勤１人を採用だとお金がかかるが、月に1～2回等でも栄養管理が出来れば、クリニック等にとっ
てもメリットになる。

今はまだ、在宅に関わる栄養士が非常に少ないことが現状。他職種からは「栄養士がいない」、在宅に関
わる栄養士からは「指示が出ない」という話を聞く。今後栄養士が在宅生活に関わることが少しずつ広
まって欲しい。多職種の気付きが栄養ケアへと繋がります。

座ってでも簡単に調理でき、好みの味付けを作れるようになり、廃棄する野
菜が減り、レトルトの使用頻度も減った。栄養士の視点だから介入の必要性
を見つけることができ、改善に繋げることができるケース。

栄養指導の
結果

高血圧、糖尿病。買い物は家族の支援で自己にて行う男性。摂食機能に問題はなく、味の濃いレトルト食品を多く購入。しか
し、生の野菜も一人暮らしには十分すぎるほど購入していた。味の濃いものは好きだが、野菜も食べようという意識の表れで
ある。しかし、使い方がわからないことが問題であった。

味の濃いものしか食べない。栄養指導は無駄…！？

「安全な食事」はもちろん、「エネルギー強化」を提案します。
摂食嚥下機能の向上に繋がるケースも多い。

誤嚥が続いているとエネルギー消費も多くなり、必要栄養量不足に拍車をかけます。さらに、誤嚥することに恐怖を感じ摂取量が低
下することも。安全な食事に加え充分な栄養補給を行うことで嚥下に必要な筋力もつき摂食機能が向上することもあります。

誤嚥するから嚥下食の指導をしてほしい。

今、何グラム摂取しているか？どこで減らせるか？に着目します。
摂取塩分量は6g未満で美味しく食べてもらえる工夫。

減塩！味は薄く！と指導することにより、窮屈さを感じ少しずつ守らなくなることがあったり、摂取量の不足に繋がったりすること
もあります。精神面や生活面で負担にならず、継続して取り組める方法をご提案いたします。

心疾患だから減塩指導をしてほしい。

食べたいと思えるものを食べてもらいたい。最期に食べたいものを叶えたい！
どんなものが食べやすいか、好きな物をどう加工したら食べやすいかを提案します。

家族はいろいろとやってあげたいけれど何をしていいかわからない、少しだけ食べられるようになったからこその悩みもあります。
経口でのエネルギー補給が見込める方はエネルギーも考慮しますが、それ以上に楽しく美味しく（安全に）食べること、おいしい！と
感じ、また食べたい！と思ってもらうことが大切だと考えています。終末期支援はご家族のグリーフケアにも重要な役割となります。

終末期で食べたい物を少しだけ食べている。／少しずつ食べられるようになってきた。

●在宅患者訪問褥瘡管理指導
●特定保健指導（生活習慣病、フレイル健診）
●経管栄養剤・栄養補助食品等、栄養管理についての相談
●訪問診療同行

外来栄養食事指導料１

初回

2回目以降

通信機器

260点

200点

180点

単一建物 1人

単一建物 2～9人

上記以外

単一建物 1人

単一建物 2～9人

上記以外

539単位

485単位

444単位

530点

480点

440点

居宅療養管理
指導料

要介護認定

あり

なし

※区分支給限度額管理対象外

在宅患者訪問
栄養食事指導料１

介
護
保
険

医
療
保
険

外来栄養食事指導

訪問栄養食事指導

※特定疾患療養管理料対象（225点）

医療保険・介護保険を
活用するには？05管理栄養士の活用例04

■ 改善事例
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常勤管理栄養士がいなくても加算のとれる栄養管理、介護スタッフやリハビリスタッフでも簡単にで
きる栄養管理方法や給食管理、衛生管理についてのアドバイスを行います。
施設から低栄養や食欲不振が原因で入院に至るケースは少なくありません。疾患の多い高齢者の食事
に対して不安に思っている介護スタッフ、リハビリスタッフからの相談も寄せられています。食事や
栄養のことを相談できる管理栄養士との連携により、利用者さん、スタッフに安心感もご提供いたし
ます。

認知症により、食べ物や飲み物を認識できない。便秘でお腹が張って食べられない。味覚異常
により食欲減退。トイレが近くなるから控えている。食べすぎはよくないと思い込んでいる。
気になることがあって食事どころではない。…など、食べない理由はその人、その時によって
も違うものです。下膳された食器を見て、誰の食事かわかるくらい摂食行動を観察してきた食
の専門家が、理由を見極めアプローチします。

なぜか食べない。なぜか飲まない。

保険外サービスの有効活用 社会保障の維持に繋がる

栄養士がどこにいるかわからない。
相談できる人がいない。

栄養補助食品は甘すぎると言って
飲んでくれない。

入退院を繰り返している。
食事はどうしたらいい？

リハビリをたくさん
やっているけれど、
栄養はこれで大丈夫？

嚥下食や治療食が必要な方がいる。

どうやって栄養状態を判断したらいいかわからない。

食べるのが遅くて全部食べられない。

活気がなくて痩せてきた気がする。

なぜか食べてくれない。

月に 1～ 2 回、施設訪問したり、それ以外にも必要があれば
電話で相談したり、個別で栄養管理が必要な方に関しては訪
問したり、「栄養士を外部委託」という取り組み自体なかっ
たもの。生きる基礎となる栄養を、楽しみな食事を…。栄養
士を常勤させていない施設にとっても、栄養管理までしてい
ることはメリットになります。

栄養士を外部委託するちょぼPOINT
●栄養スクリーニング加算（5単位／回）
●栄養改善加算（150単位／回）
●選択的サービス複数実施加算
●療養食加算
●ADL維持等加算

■ 利用者さんの栄養診断・栄養管理
病態管理や食事摂取不良、低栄養改善など、スタッフが不安に感じている利用者さんの栄養管理を行います。食習慣や嗜
好を考慮した続けられる栄養管理の方法の提案や、負のスパイラルに陥る前の体力を取り戻すお手伝いをいたします。
（→利用者さんの改善＋スタッフの不安解消）

■ スタッフの勉強会
身近で支える専門職だからこそ変化に気が付くことができます。多職種が、それぞれの視点で支えていくことができるよ
う、栄養管理のポイントや採血以外の栄養状態の判定ポイントをお伝えいたします。

■ 栄養の話やレクリエーション
栄養の講座やクイズなどのレクリエーション、おやつバイキングや調理実習などのお手伝いをします。

■ 献立作成
美味しくて、簡単で、栄養バランスの良いレシピをご提案いたします。

■ スタッフ向け調理実習
365日3食、負担を軽く気楽に思える調理方法の提案や、学会のコード分類に即した安全な嚥下食の調理方法や加工方法を
お伝えいたします。

■ スタッフが行える栄養管理を提案
日々の観察ポイントや、アプローチ、危険信号を知り、常に身近にいるスタッフだからできる栄養管理や加算を考慮した
栄養管理を提案します。

■ 利用者さんの栄養管理についての電話相談
ご家族から受けた相談や対応に困った症例など、訪問日以外でもご相談に対応します。

介護施設の皆さまへ06

■ スタッフの声

■ 加算について

■ ちょぼができること
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・疾患や機能に関係なく、同じ机を囲み一緒に外食できることは嬉しいこと。
みんなで行けるだけでもうれしいけれど、美味しいともっと嬉しい。それ
は、本人はもちろん、周りの人も喜び、結果、全ての人が満足。そんな飲食
店が増えるようご協力いたします。

・治療食、嚥下食を提供する飲食店に。患者さんが、とても喜んでいたことが
印象的です。誰でもどこでも気軽に食べ物を入手できるような環境に。

・健康を意識した飲食店のメニュー監修

■ 専門家派遣制度に登録
●浜松地域イノベーション推進機構専門家
●ヘルスケアビジネス専門家
●小規模企業ビジネスパワーアップ支援事業専門家

■ メニュー開発・レシピ作成
■ 治療食提供や、嚥下食開発などへの助言

・食べることに関する商品／食事介助ロボット／食器・食具 などについて　　
毎日、様々な方の食事摂取の様子をみてきたからこそできるご提案をいたし
ます。

■ 商品開発への助言

・病院経験5年以上、厨房管理10年以上、衛生管理巡回指導員経験があります。

・守れなくては意味がない、今から改善できる衛生管理をご提案いたします。
従業員教育により、なぜ必要なのかをご理解いただくことで本当の改善に繋
がります。

■ 給食管理・衛生管理・外部監査

飲食店

製造業

給食会社

をしませんか？
健康経営とは、従業員の健康管理を
経営的な視点で考え、戦略的に実践する経営手法です。

・従業員の活力向上
・生産性向上

・業績向上
・企業イメージ向上

・社会的評価向上
・組織の活性化

・離職率低下
・負の医療費軽減　など

●健康経営銘柄
●健康経営優良法人認定制度
●安全衛生優良企業公表制度
●健康寿命をのばそう！アワード
●ふじのくに健康づくり推進事業所
●まるごと健康づくり推進事業費補助金  など

国も後押しており、社会的に評価される。
医療費削減が社会保障の維持につながる。

成果・メリット

評価・認定制度

「従業員の健康を大切にする会社」というメッセージになる。
健康をキーワードに従業員に寄り添う。

健康に関心を持ち、健康づくりを実践。健康促進。
「働けるうちはいつまでも働きたい。」高齢者のパワーを社会の活力として生かす。

コストではなく投資。
０円からでも始められるもの。
従業員の健康状態、生活習慣は労働生産性に密接に関わっている。

ちょぼと連携するメリット
働くためには健康の基礎「食」が必要不可欠。
働き世代の生活に考慮した負担にならない食生活改善、できる改善をご提案できる。
親の介護の悩みも対応できる。

・生産年齢人口減少　・従業員の高齢化
・人手不足
・限られた人員でいかに生産性を高めるか
・医療費増加・医療高度化
・社会保障制度を維持

背 景

まずはお気軽にご相談ください。
実践に向けて働きかけられるよう
しっかりとサポートいたします。

どうすればいいの？
何をすればいいの？必要に応じて多職種と連携をとります

認定栄養
ケア・ステーション

ちょぼ

・医療職
・介護職

人財の健康管理

お気軽にご活用ください

企業の皆さまへ07
■ 健康経営■ 職種別のご提案
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